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2月 2日 、十三地区の七里長浜にクジラが漂着 して

死んでいるのが見つか りました。漂着 したクジラは、

体長が約 5メ ー トル、重 さが約600キ ロの雄のオウギハ

クジラであることがわか りました。

2月 4日 には、東京都にある国立科学博物館の倉持

利明研究官らが来村し、漂着原因などを調べるため解

剖調査が行われ、クジラの内臓などを持ち帰りました。
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三
十
三
チ
ー
ム
が

無
事
故
・無
違
反
を
達
成

パ
ー
フ
エ
ク
ト
ロ
ド
ラ
イ
ブ

あ
お
も
り
活
動
推
進
事
業

十
三
湊
み
～
つ
け
た
ｈ
商
工
会

青
年
部
チ
ー
ム
が
表
彰
さ
れ
る

五
十
チ
ー
ム
五
百
三
十
人
が
登
録

し
、
昨
年
五
月

一
日
か
ら
今
年
二
月

二
十
四
日
ま
で
の
三
百
日
間
展
開
さ

れ
た
「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
硼
事
業
」
の
百

万
円
当
選
チ
ー
ム
を
選
ぶ
抽
選
会
が
、

―
に
お
い
て
開
か
れ
た
、
交
通
事
故

抑
止
総
決
起
大
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
高
松
村
長
が

「無
事

故

・
無
違
反
達
成
チ
ー
ム
が
六
割
と

い
う
の
は
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
あ
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
無
事
故

・
無
違
反
チ

ー
ム
を
代
表
し
て

「大
田
や
ま
び
こ

会
Ｂ
チ
ー
ム
」
の
工
藤
富
子
さ
ん
ら

の
交
通
安
全
決
意
表
明
の
あ
と
抽
選

会
に
入
り
ま
し
た
ｃ

抽
選
会
は
無
事
故

・
無
違
反
を
達

成
し
た
チ
ー
ム
関
係
者
な
ど
約
百
五

十
人
が
見
守
る
な
か
、
高
松
村
長
や

山
口
康
男
金
木
警
察
署
長
が
抽
選
機

を
回
し
、
上
位
五
チ
ー
ム
を
抽
選
し

五
チ
ー
ム
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ

た
最
終
抽
選
の
結
果
、

「若
松
チ
ー

ム
」

（相
内

・
代
表
者
小
笠
原
俊
治

さ
ん
）
が
、
研
修
旅
行
費
と
し
て
百

万
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
の
代
表
者
で
あ
る
小
笠
原

さ
ん
は
、

「選
ば
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
。
早
く
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に

知
ら
せ
た
い
」
と
笑
顔
で
喜
ん
で
い

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
畑
事
業
は
十
人
以

上
の
村
民
で
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
で

三
百
日
間
全
員
無
事
故

・
無
違
反
を

達
成
し
た
ら
百
万
円
の
ル
ー
ル
で
十

二
年
度
も
四
月
六
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

村
商
工
会
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
五

人
が
青
森
県
が
実
施
す
る

「
パ
ー
フ

ェ
ク
ト

・
ド
ラ
イ
ブ
あ
お
も
り
活
動

推
進
事
業
」
で
三
か
月
間
無
事
故

・

無
違
反
を
達
成
、
こ
の
た
び
県
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
は
、
期
間
中
シ
ー

＞
商
工
会
青
年
部
の
み
な
さ
ん

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
状
況
調
査
を
行
う

な
ど
、
交
通
安
全
実
践
の
輪
を
広
く

啓
発
し
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

商
工
会
青
年
部
チ
ー
ム
は
村
が
実

施
し
た

「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
硼
事
業
」

で
も
三
百
日
間
無
事
故
・
無
違
反
を

達
成
。

チ
ー
ム
の
代
表
者
で
あ
る
成
田
武

司
さ
ん
は

「
こ
の
調
子
で
村
の
セ
ー

フ
テ
ノ
ー
細
事
業
の
百
万
円
も
制
覇

し
た
か
っ
た
が
…
…
次
の
硼
事
業
で

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
十
二
年
度
の

「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
躙
事
業
」
に
気
持
ち

を
切
り
換
え
て
い
ま
し
た
。
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ヘ

体
協
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部
に
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
を
深
め
る

第
四
回
町
内
会
親
善
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
大
会

三
月
五
日
、
第
四
回
町
内
会
親
善

ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、

各
町
内
会
の
代
表
約
百
五
十
名
が
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
　
ソ
フ
ト
パ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
二
種
目
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
体
育
協
会

（笹

山
精
喜
会
長
）
が
主
催
、
各
種
目
と

も
、
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
に
ひ
と

際
大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
飛
び
か

い
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

［
ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
］

優
　
勝
　
太
田
町
内
会

準
優
勝
　
相
内
第

一
町
内
会

第
二
位
　
十
三
ま
ち
町
内
会

［
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
］

優
　
勝
　
半
士
一山
子
町
内
会

準
優
勝
　
相
内
第

一
町
内
会

岡本聖子1詈

撃響塚官葦

三 浦優平穐禽曇顧言筆

梶 浦 武 也 1市 浦村体育協会
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翻 体育協会
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陶
器
の
ひ
な
人
形
で

一
日
早
い
ひ
な
祭
り

　
〔
わ
鰤
労
腰
響
烏
』
猛

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
事
業

　

一一「
畷
「ュ
電
一一一「坤
墜
一一ｆ

女
性
の
感
性
を
活
か
し
た
農
業
を

Ｖビ
‐ン
”
・ウ
‐
マ
ン
に
新
た
に
三
名
を
認
定

高松村長、三和真智子 さん、三和敬子 さん)

▲審査員を前に熱演する丁子谷充 (左 )さ ん

と平野勝彦さん

▲受賞式典に参加 した   ▲成田副知事から奨励賞の

阿蘇部族のみなさん    記念品が贈 られました

三
和
　
敬
子

さ

ん

（相
内

）

三
和
真
智
子

さ

ん

（相
内

）

秋
田
谷
催
子

さ

ん

（相
内

）

農
村
の
女
性
の
組
織
活
動
に
お
い

て
指
導
的
役
割
を
担
い
、
合
理
的
な

農
家
経
営
を
実
践
す
る
な
ど
地
域
農

業
の
振
興
や
農
村
生
活
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
活
動
す
る
Ｖ
ｉ
ｃ
・
ウ
ー

マ
ン
ロ
ニ
月
十
六
日
に
県
知
事
か
ら

Ｖ
Ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
に
認
定
さ
れ
た

二
人
が
、

，」
の
た
び
役
場
を
訪
れ
、高

松
村
長
に
認
定
の
報
告
を
し
ま
し
た
［̈

今
回
、
市
浦
か
ら
新
た
に
認
定
さ

れ
た
Ｖ
ｉ
ｃ
　
ウ
ー
マ
ン
は
い
ず
れ

rヽ 第12回 あお
111通誂鱗 響f



一
月
二
十
日
太
田
老
人
集
会
所
に

お
い
て
、
ま
ご
こ
ろ
ケ
ア
県
民
運
動

介
護
教
室
が
開
か
れ
、
二
十
人
の
参

加
者
は
高
齢
者
疑
似
体
験
、
介
護
や

看
護
技
術
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
、
県
が
奨
め
る
ま

ご
こ
ろ
ケ
ア
推
進
運
動
の
一
環
と
し

て
、
県
内
全
世
帯
に
看
護
や
介
護
技

術
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

講
習
会
で
は
、
五
所
川
原
保
健
所

の
後
藤
保
健
婦
を
講
師
に
、
実
際
の

介
護
ベ
ッ
ド
を
使
い
参
加
者
が
互
い

に
介
護
者
と
要
介
護
者
に
な
り
、
シ

ー
ツ
の
交
換
や
ベ
ッ
ド
で
の
移
動
な

ど
の
技
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

奈
良
輝
子
さ
ん
は
、

「実
際
に
手

を
か
け
て
や
つ
て
み
る
と
普
段
気
づ

か
な
か
っ
た
部
分
や
介
護
が
い
か
に

大
変
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
つ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
第
二
回
生
涯
学
習
推
進
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
約
百
人
が
参
加
し
、
木

村
教
育
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ

い
さ
つ
、
高
松
村
長
が
来
賓
と
し
て

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

大
会
は
、
映
画
上
映
と
フ
リ
ー
ト

ー
ク
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
映
画

「黄
落

⌒こ
う
ら
く
と

で
は
、
九
十

歳
代
の
老
父
母
を
六
十
歳
代
の
子
ど

も
た
ち
が
、
さ
ら
に
二
十
歳
代
の
孫

た
ち
が
面
倒
を
み
る
と
い
う
、
急
速

に
進
む
高
齢
化
社
会
の
介
護
の
在
り

方
を
取
り
上
げ
た
物
語
に
、
参
加
者

に
感
動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
映

画
を
観
て
の
感
想
と
看
護

・
介
護
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
を
参
加
者
が
出

(5)臨 ι多ろ

村
の
農
業
講
座
が
こ
の
た
び
、
三

日
間
の
日
程
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
農
業
生
産
者
七
十

人
が

「
ゆ
め
あ
か
り
」
の
上
手
な
作

り
方
や
ソ
ラ
マ
メ

・
ネ
ギ
の
栽
培
ポ

イ
ン
ト
な
ど
の
生
産
に
関
す
る
技
術

を
学
び
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
弘
前
大
学
農
学
生
命

科
学
部
教
授
の
卜
蔵
建
治
氏
や
金
木

地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
職

員
ら
を
招
き
六
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
や
ま
せ
と
農
業
」
の
講
義
を
行

っ
た
卜
蔵
氏
は

「や
ま
せ
地
帯
に
あ

っ
て
は
夏
季
の
気
温
に
よ
る
収
量
変

動
が
小
さ
い
葉
菜
類
、
根
菜
類
を
作

付
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ヤ
マ
セ
は

卒
業
で
き
る
。
水
稲
農
家
も
コ
メ
に

だ
け
こ
だ
わ
ら
ず
収
益
の
あ
る
作
目

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

観
光
農
園
な
ど
を
作
り
付
加
価
値
を

付
け
る
こ
と
な
ど
が
必
要
」
と
経
営

戦
略
に
関
す
る
講
義
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
生
産
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ

木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー
で
、
村
内
の

小
学
校
六
年
生
三
十
五
人
が
こ
の
た

び
、
ヒ
バ
と
親
じ
む
思
い
出
プ
ラ
ン

と
称
し
て
、
自
分
の
卒
業
証
書
を
入

れ
る
た
め
、
ヒ
バ
の
額
づ
く
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

こ
の
額
づ
く
リ
プ
ラ
ン
は
今
年
度

初
め
て
の
試
み
で

「青
森
ヒ
バ
」
の

特
性
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ

う
と
、
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
の
指
導
に
は
、
木
工

ク
ラ
フ
ト
愛
好
会
の
湯
浅
信

一
さ
ん

⌒十
三
）
ら
五
人
が
担
当
し
ま
し
た
。

湯
浅
さ
ん
か
ら
作
業
の
説
明
を
受

け
た
生
徒
た
ち
は
、
電
気
の
こ
ぎ
り

で
枠
を
切
断
し
た
後
、
枠
の
表
面
を

紙
や
す
り
で
磨
き
を
か
け
る
作
業
を

行
い
、
ボ
ン
ド
で
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、

「想
い

出
に
残
る
の
で
、
完
成
が
今
か
ら
楽

し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

‐443-
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高

加

入

率

達

成

で

表

彰

＝
主目
森
県
交
通
墨

口量
（済
＝

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は
　
　
　
ま
た
現
在
平
成
十
二
年
度
の
加
入

平
成
十

一
年
度
の
加
入
率
達
成
優
良
　
　
申
し
込
み
を
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
っ
村
か
ら
は
、　
　
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

特
別
団
体
表
彰
に
脇
元
婦
人
会
を
始
　
　
す
Ｇ

め
と
す
る
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
　
　
お
問
合
せ
先
　
役
場
総
務
課
ま
で

た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（８
六
二
―
二

一
一
一
一

▲特別表彰(100%達 成 3回 )

脇元婦人会

▲団体表彰 (100%達 成 )

磯松なかよ し会

国
民
年
金
と

個
人
年
金

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
と
し
て
世
代
間
の
助
け
合
い
に

よ
り
公
平
に
年
金
を
支
給
す
る
国

の
社
会
保
障
制
度
の
ひ
と
つ
で
す
．

ま
た
、
個
人
年
金
は
、
個
人
が
任

意
に
契
約
し
、
豊
か
な
老
後
を
過

ご
す
た
め
の
貯
蓄
的
な
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
目
的
が
違
っ
て
い
ま
す
巨

国
民
年
金
は
財
源
と
し
て
、
年

金
額
の
三
分
の
一
を
国
が
負
担
し
、

残
る
三
分
の
二
を
保
険
料
と
運
用

利
息
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
物
価
変
動
に
応
じ
て
年
金

額
が
ス
ラ
イ
ド
す
る
た
め
、
何
十

年
先
で
も
年
金
の
価
値
が
保
証
さ

一
方
、
個
人
年
金
は
、
加
入
者

の
掛
け
金
と
そ
の
運
用
利
息
か
ら

事
務
費
や
必
要
経
費
を
差
し
引
い

た
も
の
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
を
採
り
入
れ
て
い

な
い
た
め
物
価
が
上
昇
し
て
も
加

入
時
に
契
約
し
た
内
容
の
金
額
の

し
か
も
、
国
民
年
金
は
国
が
責

任
を
も
っ
て
長
期
的
に
安
定
す
る

よ
う
運
営
し
て
い
る
た
め
安
心
で

す
。
税
控
除
に
つ
い
て
も
、
納
め

た
保
険
料
は
「社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
全
額
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
受
け
る
年
金
に
は

「公
的
年
金
控
除
」
が
あ
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
設
定
は
、
国
民
年

金
を
基
本
と
し
、
個
人
年
金
は
あ

く
ま
で
も
補
足
す
る
も
の
と
し
て

組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

▼
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ

役
場
住
民
福
祉
課
ま
で

ａ
六
二
―
二
一
一
一
（内
線
七

一
）

『春
の
火
災
予
防
運
動

全
国
山
火
事
予
防
運
動
』

平
成
十
二
年

「青
森
県
春
の
火
災

予
防
運
動
』
が
四
月
十
日
計
か
ら
四

月
十
六
日
Ｏ
ま
で
の
一
週
間
行
わ
れ

こ
の
運
動
は
火
災
の
発
生
し
や
す

い
気
候
と
な
る
春
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
普
段
か
ら

「火
災
予
防
」
を

心
掛
け
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
に
、

よ
り

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ

り
火
災
の
発
生
を
防
上
し
、
死
傷
事

故
や
財
産
の
損
失
を
未
然
に
防
ぐ
事

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
の
平
成
十

一
年
上
半
期

（
一

月
ヽ
六
月
）
の
火
災
に
よ
る
死
者
の

状
況
は
、
死
者
の
総
数
は
若
十
減
少

■

、
二
〇
九
人
）
し
て
い
ま
す
が
、

死
者

（特
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
）

の
中
で
高
齢
者
等
の
占
め
る
割
合
は

依
然
と
し
て
高
い
状
況
（五
一
七
人

四
三
％
）
に
あ
り
ま
す
。

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
お
宅
へ
査
察

に
う
か
が
い
ま
し
た
ぃ

外
出
中
で
留
守
の
お
宅
が
有
り
ま

し
た
が
、
お
や
す
み
前
や
、ち
ょ
っ
と

の
外
出
の
際
に
も
戸
締
ま
り
や
、
火

の
元
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
平
成
十
二
年

「全
国
山
火
事

七
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
村

で
は
、
山
菜
採
―，
、
野
焼
き

の
シ
ー

ズ
ン
の
こ
れ
か
ら
が
、
気
を
付
け
な

け
れ
ば

い
け
な

い
、
季
節
で
す

全
国
の
平
成
十

一
年
上
半
期
林
野

も
多

い
の
が

「
た
き
び
」
五
七
四
件

（二
七

・
三
％
）、
次

い
で

「
た
ば
こ
」

三
四
四
件

（
一
六
　
四
％
）
、
「火
人

れ
」
三
〇
七
件

一九
　
九
％
）
の
順

と
な

っ
て
お
り
、
自
然
発
火
以
外
、

原
因
の
大
半
は
人
為
的
行
為
が
占
め

又
、
林
野
火
災
は
気
象
、
発
生
場

所
等

の
条
件
次
第
で
は
大
き
な
災
害

に
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
火
入
れ
、
た
き
火
を
行

う
際
は
、
消
防
署
に
届
け
出
を
し
、

消
火
用
の
水
、
砂
等
を
用
意
し
て
、

監
視
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

全
国
山
火
事
予
防
運
動
　
統

一
標
語

『守
ろ
う
よ

地
球
の
緑
を

火
の
手
か
ら
』

火
事

と
救
急

・
救
助

は

一

一
九
番

-443
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今
回
は

，
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
に
お
い
て
期
待
で
き
る
具
体
的
な
効
用

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
昨
年
十

一
月
二
十
六
日
に
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
・
パ
シ
フ
イ
ー
ク

で
行
わ‐
れ
た

「市
浦
村
タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
体
験
」
に
参
加
さ
れ
た
村

民
の
方
ヘ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ト
ト
の

詰
果
を
ビ
報
告
ｔ
ま
す
。
こ
の
声
を
、
積
極
的
Ｉ
村
民
健
康
増
進
施

設
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
ス
ト
レ
ス
解
消
や
気
晴
ら
し

の
た
め
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
効

果
的
な
内
容
も
検
討
中
で
す
。

目
圏
麗
Ｅ

高
い
満
足
度
だ
っ
た

テ
ル
ム
マ
ラ
ン
・パ
シ
フ
イ
ー
ク

（ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
）

間

「施
設
を
利
用
し
た
満
足
度
は

何
％
で
す
か
」

回
答

●
非
常
に
良
か

っ
た
　
　
　
一
一七
％

●
良
か

っ
た
　
　
　
　
　
　
エハ
九
％

●
普
通
だ

っ
た
　
　
　
　
　
　
四
％

●
悪
か

っ
た
　
　
　
　
　
　
　
〇
％

ス
ト
⌒療
法
士

・
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
）

の
応
対
の
満
足
度
も
ほ
ぼ
同
様

の
良

い
結
果
が
出
ま
し
た
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
「

で

期
待
出
来
る
具
体
的
な
効
用

村
民
健
康
増
進
施
設
で
は
、
村
民

の
誰
も
が
、
楽
し
く
、
無
理
な
く
、

効
果
あ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
主
に
ご
紹
介
す
る

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

目

日

ｇ

阻

高
齢
者
の
方
々
に
は
、
寝
た
き
り

の
大
き
な
原
因
で
あ
る
転
倒
に
よ
る

骨
折
を
予
防
す
る
た
め
の
、
筋
肉
の

強
化
等
の
身
体
機
能
の
向
上
を
目
的

と
し
た
軽
い
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
、

自
分
で
生
活
す
る
こ
と
の
出
来
る
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
内
容

に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

日
頃
の

（特
に
冬
場
に
多
い
）
運

動
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
た
年
齢

や
体
力
に
応
じ
た
運
動
や
腰
痛
や
膝

痛
の
予
防
や
痛
み
を
伴
う
症
状
の
改

善
を
目
的
と
し
た
運
動
を
実
施
し
、

村
民
の
方
々
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
問
題
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

「施
設
を
利
用
し
て
気
に
入
っ
た

点
は
何
で
す
か
？
」
の
問
い
に
対
し

て
は
、　
一
位
は
、
「温
海
水
」
を
利
用

の

「快
適
さ
」
で
し
た
。

「セ
ラ
ビ
ス
ト
の
応
対
」
の
良
さ

も
同
様
に
高
い
支
持
を
集
め
ま
し
た
。

期
待

で
き
る

村
民
健
康
増
進
施
設

新
し
い
施
設
に
期
待
す
る
こ
と
は
、

「中
高
齢
者
が
楽
し
く
運
動
で
き
る

こ
と
」
、
「
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
こ
と
」
が
同
じ
く

一
位
と
な
り
、

次
い
で

「専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
」
に
続
き
ま
す
。

そ
の
他
施
設
へ
の
ご
要
望
と
し
て

は
、
「料
金
の
安
さ
」
、
「ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
の
設
置
」
、
「カ
タ
カ
ナ

で
な
い
名
称
」
、
「仕
事
帰
り
に
利
用

で
き
る
営
業
時
間
」
、
「送
迎
の
制
度
」

等
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

見
て
も
、
村
民
健
康
増
進
施
設
に
大

き
な
期
待
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

建
設
中
の
施
設
は
、
好
評
だ
っ
た

ア
ク
ア
ト
ニ
ッ
ク
プ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
手
摺
り
な
ど
高
齢
者
の
方

に
も
安
全
に
利
用
で
き
る
工
夫
を
し

ま
す
。
ま
た
専
門
的
な
指
導
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
出
来
る
セ
ラ
ビ
ス
ト
も
い

ま
た
テ
ル
ム
マ
ラ
ン
・
パ
シ
フ
イ

ー
ク
と
比
べ
、
利
用
料
金
も
安
価
に

な
り
ま
す
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ー
ン
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。
施
設

の
名
称

・
呼
称
等
も
ま
だ
未
定
で
す

が
、
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
、
楽
し
く
、

安
全
な
、
し
か
も
健
康
に
効
果
の
あ

る
、
そ
ん
な
施
設
が

「し
う
ら
」
に



介護保険シリ…ズ④

介護保険導入`に

向けた各種制度

臨ιチろ (8)

1 介諄保険シリーズの最後は市浦村

llFお ける第1号被保険者の保険料や

保険料っ軽減措置。及び介護保険の

:円滑な導入を目的とした制度をご紹

■介します。
「

■保険料:こついて
①第1号被保険者(65歳以上)の保険料について

・市浦村のサービス利用者数、サービス水準等により算出された第 1号被保険者保険料の基
準額は lヶ 月あたり 3, 3 5 0円 となりました。

・保険料は所得等によって異なります。また、住んでいる市町村によってもサービス水準等
でも異なっています。

。今回決定された保険料は平成12年 度から平成14年 度までの 3年 間有効 となり、以後 3年 ご
とに状況に応 じて変更されます。

・老齢 (退 職)年金の額が月15,000円 (年 間18万 円)以 上の方は年金から差 し引かれ、それ
以外の方は役場から発行される納付書によって納めることになります。また、年度の途中
で第 2号被保険者から第 1号被保険者となった場合 も年度いっぱいは納付書によって納め
ることになります。

*保険料 の軽減措置 について

介護保険制度の円滑な導入を目的として軽減措置がとられます。
その結果第 1号被保険者の保険料は

'平成 12年 4月 から9月 までの半年間は徴収 しない。
・平成 12年 10月 から平成 13年 9月 までの 1年間は半額を徴収する。
・平成 13年 10月 以降は通常の額を徴収する。

○軽減措置を含めた保険料は5段階に分類され、基準額を3,350円 とした場合の lヶ 月あたりの介護保険料はおよ
そ以下のようになります。

段  階 条 件

平成12年 4月

平成12年 0月 |

平成12年 10月

平成13年 9月

平成13年 10月

平成14年 3月

第 1段 階
基準額×05

・生活保護受給者・老齢福祉年金受給者で

あつて世帯全員が住民税非課税の場合
837円 1,675円

第 2段 階
基準額×0.75

・世帯全員が住民税非課税の場合等 1,256円 2,512円

第 3段 階
基準額×1.0

・世帯のだれかに住民税が課税 されている

が、本人は住民税非課税の場合等
1,675円 3,350円

第 4段 階
基準額×125

・本人に住民税が課税され、前年の合計所

得金額が250万円未満の場合等
2,093円 4,187円

第 5段 階
基準額×15

本人に住民税が課税され、前年の合計所
得金額が250万円以上の場合等

2,512円 5,025円
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②第2号被保険者(40歳から64歳まで)の保険料について
・介護保険料の額は加入 している医療保険・所得等によって異なります。

費用の負担と軽減措置について

介護保険制度では、要介護認定によって決めらた範囲内であれば介護サービスにかかった費用の1割負担
で介護サービスを受けることができます。これは残りの9割が介護保険から支払われる仕組みになっている
ためで、介護保険は第 1号 。第 2号被保険者の方々が納めてvヽ る保険料によって支えられています。 しかし、

介護保険制度が始まることによってサニビスを受ける方の急激な負担増加を緩和するための制度があります。

①高額介護サービス費について

高額介護サービス費は、 1ケ 月の間に受けた居宅サービス等の利用者負担世帯合算額が一定の金額を超えた場

合に支給されるもので、これによリサービスが必要な方の負担を軽 くします。

◇高額介護サービス費の自己負担上限額◇

①老齢福祉年金受給者で住

民税非課税、もしくは生

活保護受給者の場合

②世帯全員が住民税非課税

の場合     |
①②に該当しない場合

15,000円 24,600円 37,200円

②ホームヘルプサービスにかかる利用者負担の軽減について

生計中心者が所得税非課税で 4月 1日 現在ホームヘルプサービスを利用 している方は平成12年 4月 から平成15

年 3月 までの 3年間利用者負担が 3%に なります。その後段階的に引き上げられ、平成17年 度からは10%に なる

予定です。

介護保健シリーズの連載は今回で終了しますが、今後も各種情報について広報等を通 じてお知らせ していく予

定です。

勤め先の健康保険等に
加 入 し て い る 方

に
方

険
る

保

い

康
て

健
し

民
入

国
加

健康保険の保険料と介護保険の保険
料を合せた形で給料から差し引か4
ます。
介護保険料の半分は事業主が負担 し

ます。

被扶養者の保険料は、被保険者本人

の保険料に含まれる形になります。

・健康保険の保険料 と第 2号被保険者

の保険料を合わせ、健康保険税 とし

て納めます。

・世帯主が第 2号被保険者世帯員の保

険料 も負担 します。
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市浦村教育振興会生徒指導部会で村内の小・中・高校生を対象に実施 した、生活アンケー ト結果について、今

月号は小学校高学年と中学校・高校の結果をお知らせ します。

生活 ア ンケー ト集計結果
(小学校高学年)

※生活アンケー トからの考察

●年齢があがるにしたがつて、挨拶、規則正しい生活等ができていない子 どもが増える傾向にある。

●テレビの見過ぎと遊びの内容から、テレビとゲームに子どもたちの生活が左右されているように思われる。

以上から、基本的生活習慣の形成と時間の有効活用の指導で子 どもは大分変わると思う。

(中学校 。高校 )



市浦村の人口と世帯数  平成1231現在

自 衛 隊 幹 部 候 補 生 募 集

>受付期間

平成12年 4月 10日 t月 卜 5月 12日 0
)応募資格
1日 本国籍を有 し、平成13年 4月

1日 現在、22歳以上26歳未満 (昭

和50年 4月 2日 から昭和54年 4

月 1日 までの間に生まれた者)

で大学卒業程度の学力を有する

者

=)学
校教育法による大学院修士課

程終了者 (終了見込みを含む。)

については、28歳未満 (昭 和48

年 4月 2日 以降に生まれた者 )

31毎 L技術幹部候補生は、22歳以

上26歳 (学校教育法による大学

院において正規の理学又は工学

の課程を終了し、理学修士又は

工学修士の学位を受けた者にあ

っては28歳 )未満

レ試  験
l第 1次試験

ア 試験期日

5月 27日 l■ l筆 記試験

5月 28日 (日 )筆 記式操縦適性検

武 新 藤 七 浜 近

査 (飛行要員希望者のみ )

イ 試験場

未定 (弘前市を予定 )

ウ 第 1次試験合格発表

6月 16日 0、 本人あてに通知

します。この通知には第 2次

試験 日及び試験場を指定 して

あ ります。

(2)第 2次試験

6月 28日 い ヽ6月 30日 (ωの指定

する 1日

)お問い合わせ

自衛隊青森地方連絡部五所川原

募集事務所 ●0173-35-2305

金木警察署からのお知らせ

運転免許証の記載事項変更は

交番や駐在所でも

手続きができます。

)取扱時間

○警察署

毎週月曜日から金曜日の午前 8

時30分から午後 5時 まで

(土曜日、日曜日、祝日、年末年

始の期間は除きます。)

○交番・駐在所

勤務時間内

(交番、駐在所の警察官が不在等

の場合もありますので、あらか

じめ電話等で確認 して くださ

○運転免許センター

平 日 午前 8時 30分 ～午前H時

午後 1時 ～午後 4時 まで

日曜日 午前 8時 30分 ～午前H時

午後 1時～午後 2時 まで

(土曜日、祝日、年末年始の期間

は、業務が休みです。)

※手数料などの費用はい りません

レ詳細についてのお問い合わせ

金木警察署又は最寄 りの交番や

駐在所へ。

株式会社  トーサム

～300万円を寄付～

株式会社トーサム (八木澤淳社

長)で は、「社会福祉へ役立てて」

と村に300万 円を寄付しました。

村では、社会福祉事業へ有意義

に活用することにしています。

く
八
木
澤
社
長
が
高
松
村
長

に
目
録
を
手
渡
す

田

美

穂

▽
十
級

工

藤

康

敬

（辻
分
珠
算
学
院
）

姉
颯
（浦
田
塾一

英

詳

久

（浦

田

塾
）

第

一
一
六
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
二
月
十
八
日
、
村
内
各
小

学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

受
験
者
数
が
三
十
名
で
合
格
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
一
級

竹

谷

知

佳

（辻
分
珠
算
学
院
）

▽
二
級

い
酬

囃

時

（碁

贅

置

▽
三
級

白

川

浩

平

（辻
分
珠
算
学
院
）

▽
五
級

成

田

綾

美

（辻
分
珠
算
学
院
）

竹 谷 知 佳 さん

見事一級合格

県内の交通事故概況



今
年
も
四
月
に

一
日
ド
ッ
ク

（総

合
健
診
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
一

日
ド
ッ
ク
は
、
病
気
や
身
体
の
異
常

を
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
治
療
を

す
る
こ
と
の
他
に
自
分
自
身
の
健
康

状
態
を
知
っ
て
お
く
と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。　
一
日
ド
ッ
ク
で
行
わ
れ

る
検
査
は
身
体
に
病
気
の
徴
候
が
あ

る
か
な
い
か
、
も
し
あ
れ
ば
そ
れ
が

軽
い
も
の
か
重
い
も
の
か
を
大
ま
か

に
判
断
す
る

″
ふ
る
い
わ
け
″
の
検

査
で
す
。
し
た
が
つ
て
、　
一
日
ド
ッ

ク
の
結
果
だ
け
で
は
つ
き
り
と
病
名

を
診
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

「要
精
検
」
と
い
う
結
果
の
場
合
は
医

療
機
関
で
精
密
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
ｏ

一
日
ド
ッ
ク
の
結
果
に
異
常
が
あ

っ
て
も
、
本
人
は
痛
く
も
か
ゆ
く
も

な
い
し
、
今
日
、
明
日
ど
う
な
る
わ

け
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
人
が
い
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
で
は
せ
つ
か
く

一
日
ド
ッ
ク

を
受
け
て
身
体
が
危
険
信
号
の
サ
イ

○基本健診
。問診 。身体計測 ・尿検査 ・血圧測定
・心電図検査 ・眼底検査 ・血液検査 ・診察
○肺ガン・結核検診
○胃ガン検診
○大腸ガン検診
○乳ガン・甲状腺検診 (女性のみ)

○子宮ガン検診 (女性のみ)

○骨粗琢症検診 (女性のみ)

る
点
を
見
つ
け
て
解
決
策
を
考
え
て

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
．

ま
た
、
結
果
が

「異
常
な
し
一
の

場
合
で
も
す
つ
か
り
安

′Ｌ、
し
て
、
無

謀
な
生
活
を
す
る
の
で
は
な
く
、
健

康
な
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
注
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年

一
年
、
家
族
み
ん
な
が
元
気

に
過
ご
す
た
め
に
、
家
族
ぐ
る
み
で

そ
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
忘
れ
ず
に

一
日
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

誕

生
由

（十
三
）

健

太

（相
内
）
照
　
雄

輝

（相
内
）
浩
　
治

哉

（大
田
）

〓貝

航

（脇
一匹

善
　
和

○
Ｏ
①
③

■
昨
年
五
月
一
日
ス
タ
ー
ト
し
た

一セ
ー
フ
テ
イ
ー
調
事
業
」、
百
万
円

を
獲
得
し
た
若
松
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

ま
た
、
チ
ー
ム
全
員
が
無
事
故
・

無
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
百
万
円
を

逃
し
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
も
、
四
月

か
ら
の
畑
事
業
に
気
持
ち
を
切
り
換

え
百
万
円
を
め
ざ
し
て
下
さ
い
。

■
阿
蘇
部
族
が
あ
お
も
り
活
性
化
大

賞
で
奨
励
賞
を
受
賞
。
丁
子
谷
代
表

は

「喜
ん
で
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

今
年
の
台
本
、
キ
ャ
ス
ト

・
ス
タ
ツ

フ
の
固
定
化
な
ど
…
」
と
ひ
と
り
言
。

阿
蘇
部
族
で
演
劇
を
や
つ
て
み
た

い
方
、
演
劇
に
興
味
が
あ
る
方
、
裏

方
さ
ん
を
や
つ
て
み
た
い
方
は
丁
子

谷
代
表
に
連
絡
し
て
み
て
は
…
。

８
六
二
―
三
七
五

一
（教
育
委
員
会
）

⌒三
不
）

お
詫
び
と
訂
正

広
報
し
う
ら
二
月
号
ニ
ペ
ー

ジ
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ｏ

村
議
選
開
票
結
果

⑬
　
島
津
典
朋

一

①
　
島
津
典
明

関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

岡 中 花 村 西 葛

本 谷 田 元 村 西 ▼

文i航 :隆 :実^お

木
津
谷
　
リ

豊
　
島
　
正

小
　
寺
　
義

伊
　
南
　
み

豊

島
　
つ

〓
一　
和
　
テ

澁
　
谷

〓
一　
上
　
ツ

長
谷
川
　
あ

藤
　
田

マ

（相
内
）

一
（十
一こ

秋

（相
内
）

ち

（磯
松
）

さ

（十
三
）

ツ

（相
内
）

昇

（十
一こ

ル

（脇
一匹

さ

（十
三
）

学

（相
内
）

結

婚

央
　
倫

（脇

望

（千

昭
　
治

（磯

喜
代
子

⌒青

貴

美

⌒金

瑞
　
穂

⌒磯

▼
お
く
や
み

霞潔段震霞霞霞霞撃霞  Ё杢きЁ茎二

4/4ω  相 内

4/5的  十 三

4/6囚  太 田・磯 松
4/70 桂 j‖ ・脇 元
4/10(月 ) 寿健診 (70歳 以上対象)

※場 所  市浦村B&G海洋センター体育館


